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2010 年から 2013 年まで、伊東達夫学長のもとで初代副学長を務めた。氏の教育課程研
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究の専門性は一貫して、新しい学部、学科構想、大学運営に活かされてきた。
「教育学」などの他に、学科の看板授業である「いじめ・不登校の教育学」を長年担当さ
れ、不登校経験者も多い和光大学の学生たちの関心を集めてきた。
学生、院生の教育には大変熱心に取り組まれ、教育領域のみならず政治や芸術分野など
さまざまな領域で社会の一線で活躍している多くの卒業生を輩出してこられた。「人格形成」
をめざすという梅原氏の研究領域、度量の広さがそれを支えてこられたのであろう。ま
た、障がいを持つ学生たちを積極的に受け入れ指導してきた。
入門ゼミである「プロゼミ」では、「子どもの現実から現代人間の課題を考える」という
テーマを掲げて、実際に子どものいる現場、「冒険遊び場、たぬき山」などへのフィールド
ワークを行うのが常だった。また、合宿や研究室での鍋パーテイーなど学生たちのとの日
常的な交流に対しても積極的に取り組まれ、人格的な触れ合いの中で学生たちの人間形成
をめざしてきた。最終講義の際には広い教室に多くの卒業生が集まり、いかに氏が学生た
ちから慕われていたのかを示していた。
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